「納和歌集等於平等院経藏記」私注 by 後藤 昭雄
は
じ
め
に
　
表
題
の
「
記
」
は
諸
歌
集
を
宇
治
平
等
院
の
経
蔵
に
納
め
る
に
際
し
て
、
そ
の
旨
を
記
述
し
た
も
の
で
、
延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）
九
月
と
い
う
日
付
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
惟
宗
孝
言
の
執
筆
に
か
か
る
。『
本
朝
続
文
粋
』（
巻
十
一
）、『
朝
野
群
載
』（
巻
三
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
平
等
院
御
経
蔵
目
録
』
に
も
引
載
さ
れ
て
い
る
。
　
本
記
を
文
学
研
究
の
立
場 
（
１
）
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
、
早
く
上
野
理
氏
の 
論 
（
２
）
が
あ
る
。『
拾
遺
集
』
か
ら
『
後
拾
遺
集
』
ま
で
、
な
ぜ
八
十
年
間
も
の
勅
撰
集
の
空
白
期
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
の
に
、
摂
関
に
よ
る
歌
集
集
成
事
業
を
も
の
語
る
資
料
と
し
て
本
記
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
い
間
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
最
近
、
荒
木
浩
氏
が
延
久
初
年
に
お
け
る
源
隆
国
の
文
学
的
営
為
に
関
連
す
る
文
章
の
一
つ
と
し
て
論
及
し
た 
（
３
）
。
　
両
氏
及
び
福
山
氏
の
論
に
は
、
本
記
が
原
文
あ
る
い
は
訓
読
文
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
、
上
野
・
福
山
論
文
に
は
大
意
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
止
ま
っ
て
い
る
。
本
記
は
私
に
と
っ
て
も
か
ね
て
気
に
掛
か
る
文
章
で
あ
っ
た
の
で
、
私
注
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
一
　
前
も
っ
て
触
れ
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
歌
集
を
平
等
院
経
蔵
に
収
め
た
主
体
で
あ
る
。
誰
が
納
入
し
た
の
か
。
平
等
院
の 
主 
た
ぬ
し
る
前
関
白
藤
原
頼
通
と
す
る
説
と
、
こ
の
記
の
作
者
の
惟
宗
孝
言
と
す
1 「納和歌集等於平等院経蔵記」私注
「
納
和
歌
集
等
於
平
等
院
経
蔵
記
」
私
注後　
藤　
昭　
雄
る
説
と
が
あ
っ
た
が
、
荒
木
氏
が
従
来
の
説
の
論
点
を
整
理
し
て
、
頼
通
願
主
説
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る 
（
４
）
。
 　
「
記
」
を
読
ん
で
行
こ
う
。
　
ま
ず
本
文
を
あ
げ
る
。『
平
等
院
御
経
蔵
目
録
』
所
収
本
を
底
本
と
す
る 
（
５
）
。
改
行
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
全
文
に

っ
て
訓
点
（
読
仮
名
、
送
仮
名
、
ヲ
コ
ト
点
、
声
点
）
が
付
さ
れ
て
い
る
が
省
略
す
る
。
　
納
和
歌
集
等
於
平
等
院
経
蔵
記
和
歌
者
不
関
八
万
十
二
之
教
文
無
載
姫
旦
孔
父
之
典
籍
唯
為
日
域
之
風
俗
空
抽
艶
流
之
綺
語
然
猶
男
女
芳

語
之
間
芝
蘭
結
契
之
処
初
為
遂
配
偶
之
志

述
慇
懃
之
懐
後
依
変
昵
愛
之
交
更
遺
参
商
之
恨
徒
飛
虚
誕
花
飾
之
言
葉
互
載
輪
廻
生
死
之
罪
根
謂
其
思
風
最
足

発
露
又
壮
年
之
昔
朝
務
之
余
多
閲
数
家
之
篇
什
自
動
六
義
之
心
情
始
従
万
葉
集
至
于
拾
遺
抄
見
其
吟
詠
之
人
知
彼
比
興
之
趣
雖
隔
百
５
　
１０
年
之
往
賢
雖
起
他
界
之
前
輩
若

感
斯
一
言
豈
不
慙
三
業
加
之
時
断
外
慮
側
聞
内
典
麁
言
軟
語
遂
帰
中
道
之
風
妄
想
戯
論
皆
混
実
相
之
月
故
以
斯
和
歌
集
等
納
平
等
院
経
蔵
曽
非
加
顕
密
法
文
之

帙
偏
為
慣
讃
嘆
仏
教
之
句
偈
也
願
以

数
篇
風
雲
草
木
之
興
恋
慕
怨
曠
之
詞
翻
為
安
養
世
界
七
菩
提
之
文
八
正
道
之
詠
是
以
集
中
所
載
貴
賤
道
俗
被
牽
吾
願
念
併
生
一
仏
土
誇
宿
住
通
依
串
習
力
無
忘

春
花
翫
七
宝
荘
厳
之
行
樹
猶
思
秋
月
讃
四
智
円
明
之
尊
容
今
臨
衰
老
発
此
浄
心
適
有
知
我
之
者
遍
結
成
仏
之
縁
于
時
延
久
三
年
暮
秋
九
月
記
　
こ
れ
を
『
本
朝
続
文
粋
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）
及
び
『
朝
野
群
載
』
所
収
本
文
と
対
校
す
る
。『
朝
野
群
載
』
は
次
の
写
本
を
用
い
た
。
　
１５
　
２０
　
２５
2
東
山
御
文
庫
本
（
略
称
「
東
本
」）
慶
長
写
本
（
内
閣
文
庫
蔵
、「
慶
本
」）
菊
亭
本
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、「
菊
本
」）
円
満
院
本
（
佐
藤
道
生
氏
蔵
、「
円
本
」）
尾
州
家
本
（
佐
藤
道
生
氏
蔵
、「
尾
本
」）
林
崎
文
庫
本
（
神
宮
文
庫
蔵
、
国
史
大
系
本
底
本
、「
林
本
」）
　
以
下
の
三
箇
所
は
改
定
が
必
要
で
あ
る 
（
６
） 。
　
５
行
目
「
語
」。
底
本
以
外
は
す
べ
て
「
談
」
で
あ
る
。「
男
女
」
間
の
「
芳
語
」
あ
る
い
は
「
芳
談
」
と
な
る
。
語
彙
と
し
て
は
い
ず
れ
も
あ
り
得
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、「
芳
語
」
は
他
に
用
例
を
見
い
だ
し
え
な
い
語
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
談
」
に
改
め
る
。
な
お
、「
芳
談
」
も
『
角
川
大
字
源
』
に
は
「
国
」
と
標
示
す
る
。
す
な
わ
ち
和
製
漢
語
と
認
定
し
て
い
る
。
　
８
行
目
「
載
」。『
続
文
粋
』
及
び
『
朝
野
群
載
』
の
東
本
・
慶
本
・
菊
本
・
尾
本
は
「
栽
」、
こ
れ
に
拠
っ
て
「
栽
」
に
改
め
る
。
こ
の
文
字
を
含
む
箇
所
は
「
互
□
輪
廻
生
死
之
罪
根
」
で
あ
る
が
、
こ
の
句
は
前
句
「
徒
飛
虚
誕
花
飾
之
言
葉
」
と
対
句
を
な
し
、
こ
れ
は
「
言
葉
を
飛
ば
す
」
と
、
い
わ
ゆ
る
縁
語
に
よ
る
修
辞
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
対
句
も
「
罪
根
を
栽
う
」
と
い
う
縁
語
表
現
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
載
」
は
字
体
の
類
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
る
。
　
　
行
目
「
起
」。『
続
文
粋
』
及
び
『
朝
野
群
載
』
の
東
本
・
慶
本
・
１４
菊
本
は
「
赴
」、
尾
本
・
円
本
・
林
本
は
「
趣
」
で
あ
る
が
、「
他
界
」
に
続
く
こ
と
か
ら
「
赴
」
に
改
め
る
。「
他
界
に
赴
く
」
と
な
る
。
「
趣
」
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
の
素
性
に
よ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
校
定
し
て
、
原
文
を
句
形
を
整
え
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
改
め
た
文
字
に
＊
を
付
し
た
。
和
歌
者
、
不
関
八
万
十
二
之
教
文
、
無
載
姫
旦
孔
父
之
典
籍
。
唯
為
日
域
之
風
俗
、
空
抽
艶
流
之
綺
語
。
然
猶
、
男
女
芳 
談 
之
間
、
芝
蘭
結
契
之
処
、
＊
初
為
遂
配
偶
之
志
、

述
慇
懃
之
懐
、
後
依
変
昵
愛
之
交
、
更
遺
参
商
之
恨
。
徒
飛
虚
誕
花
飾
之
言
葉
、
互
栽
 
輪
廻
生
死
之
罪
根
。
＊
謂
其
思
風
、
最
足
発
露
。
又
、
壮
年
之
昔
、
朝
務
之
余
、
多
閲
数
家
之
篇
什
、
自
動
六
義
之
心
情
。
始
自
万
葉
集
、
至
于
拾
遺
抄
、
見
其
吟
詠
之
人
、
知
彼
比
興
之
趣
。
3 「納和歌集等於平等院経蔵記」私注
雖
隔
百
年
之
往
賢
、
雖 
赴 
他
界
之
前
輩
、
＊
若
感
斯
一
言
、
豈
不
慙
三
業
。
加
之
、
時
断
外
慮
、
側
聞
内
典
、
麁
言
軟
語
、
遂
帰
中
道
之
風
、
妄
想
戯
論
、
皆
混
実
相
之
月
。
故
、
以
斯
和
歌
集
等
、
納
平
等
院
経
蔵
。
曽
非
加
顕
密
法
文
之
 
帙
、
偏
為
慣
讃
嘆
仏
乗
之
句
偈
也
。
願
以
数
篇
風
雲
草
木
之
興
恋
慕
怨
曠
之
詞
、
翻
為
安
養
世
界
七
菩
提
之
文
八
正
道
之
詠
。
是
以
、
集
中
所
載
、
貴
賤
道
俗
、
被
牽
吾
願
念
、
併
生
一
仏
土
。
誇
宿
住
通
、
依
串
習
力
、
無
忘
春
花
、
翫
七
宝
荘
厳
之
行
樹
、
猶
思
秋
月
、
讃
四
智
円
明
之
尊
容
。
今
臨
衰
老
、
発
此
浄
心
。
適
有
知
我
之
者
、
遍
結
成
仏
之
縁
。
于
時
延
久
三
年
暮
秋
九
月
記
。
　
こ
れ
に
基
づ
い
て
訓
読
す
る
。
　
和
歌
は
八
万
十
二
の
教
文
に
関
は
ら
ず
、
姫
旦
孔
父
の
典
籍
に
載
す
る
こ
と
無
し
。 
唯 
日
域
の
風
俗
と
為
し
て
、
空
し
く
艶
流
の
綺
語
を
抽
た
だ
き
い
づ
。
然
れ
ど
も
な
ほ
、
男
女
芳
談
の
間
、
芝
蘭
結
契
の
処
、
初
め
は
配
偶
の
志
を
遂
げ
む
が
た
め
、
 
　 
し
ば
慇
懃
の
懐
ひ
を
述
べ
、
後
は
し
ば
昵
愛
の
交
は
り
を
変
ず
る
に
依
り
、
更
に 
参
商 の
恨
み
を
遺
す
。
徒
し
ん
し
ょ
う
ら
に
虚
誕
花
飾
の
言
葉
を
飛
ば
し
、
互
ひ
に
輪
廻
生
死
の
罪
根
を
栽
う
。
其
の
思
風
を 
謂 
へ
ば
、
最
も
発
露
に
足
る
。
お
も
　
又
、
壮
年
の
昔
、
朝
務
の
余
り
、
多
く
数
家
の
篇
什
を 
閲 
て
、
自
づ
み
か
ら
六
義
の
心
情
を
動
か
す
。
万
葉
集
自
り
始
め
て
拾
遺
抄
に
至
る
。
其
の
吟
詠
の
人
を
見
て
、
彼
の
比
興
の
趣
き
を
知
る
。
百
年
を
隔
つ
る
往
賢
と
雖
も
、
他
界
に
赴
け
る
前
輩
と
雖
も
、
若
し
斯
の
一
言
に
感
ぜ
ば
、 
豈 
三
業
を
恥
ぢ
ざ
ら
む
や
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
時
に
外
慮
を
断
あ
に
ち
、 
側 
か
に
内
典
に
聞
く
に
、
麁
言
軟
語
、
遂
に
中
道
の
風
に
帰
し
、
ほ
の
妄
想
戯
論
、
皆
実
相
の
月
に
混
ず
。
　
故
に
、
斯
の
和
歌
集
等
を
以
つ
て
、
平
等
院
の
経
蔵
に
納
む
。
曽
つ
て
顕
密
法
文
の
 
帙
に
加
ふ
る
に
非
ず
、
偏
に
讃
嘆
仏
乗
の
句
偈
に
慣
ら
は
む
が
た
め
な
り
。
願
は
く
は
数
篇
の
風
雲
草
木
の
興
、
恋
慕
怨
曠
の
詞
を
以
つ
て
、
翻
し
て
安
養
世
界
の
七
菩
提
の
文
、
八
正
道
の
詠
と
4
為
さ
む
。
　
是
を
以
つ
て
、
集
中
所
載
の
貴
賤
道
俗
、
吾
が
願
念
に
牽
か
れ
て
、
併
せ
て
一
仏
土
に
生
ぜ
む
。
宿
住
通
を
誇
り
、
串
習
力
に
依
り
て
、
春
花
を
忘
る
る
こ
と
無
く
、
七
宝
荘
厳
の
行
樹
を
翫
び
、
な
ほ
秋
月
を
思
ひ
て
、
四
智
円
明
の
尊
容
を
讃
へ
む
。
　
今
、
衰
老
に
臨
み
て
、
此
の
浄
心
を
発
す
。 
適 
た
ま
我
を
知
る
者
有
た
ま
ら
ば
、
遍
く
成
仏
の
縁
を
結
ば
む
。
　
時
に
延
久
三
年
暮
秋
九
月
記
す
。
　
必
要
な
語
句
に
注
釈
を
加
え
て
い
こ
う
。
○
八
万
十
二
之
教
文　
仏
教
経
典
を
い
う
。「
八
万
」
は
数
の
多
い
こ
と
。「
十
二
」
は
経
典
を
形
式
、
内
容
に
よ
り
十
二
に
分
け
た
十
二
部
（
分
）
教
を
い
う
。『
法
華
経
』「
見
宝
塔
品
」
に
「
若
持
二
八
万
四
千
法
蔵
、
十
二
部
経
一 、
為
レ
人
演
説
、
令
三
諸
聴
者
、
得
二
六
神
道
一 、
雖
二
能
如

是
、
亦
未
レ
為
レ
難
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
用
例
と
し
て
、『
法
華
伝
記
』
巻
一
の
巻
頭
の
偈
に
「
稽
首
妙
法
蓮
華
経
、
八
万
十
二
諸
聖
教
」
と
あ
り
、
本
朝
で
は
大
江
朝
綱
の
「
朱
雀
院
周
忌
御
願
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
四
・　
 
（
７
）
）
に
「
彼
一
句
半
偈
之
功
能
、
仏
猶
難
二
算
数
一 、
４１４
況
八
万
十
二
之
較
量
、
誰
敢
知
二
浅
深
一
」
と
あ
る
。
○
姫
旦
孔
父　
周
公
旦
と
孔
子
。
し
た
が
っ
て
「
姫
旦
孔
父
之
典
籍
」
は
儒
教
の
書
物
を
い
う
。
周
公
旦
を
「
姫
旦
」
と
称
し
た
例
と
し
て
、
大
江
匡
衡
の
「
為
二
入
道
前
太
政
大
臣
一
辞
二
職
並
封
戸
准
三
宮
一
第
四
表
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
四
・　
）
に
「
昔
姫
旦
之
輔
二
成
王
一
而
臨
レ
朝
、
１１６
以
二
王
少
未

冠
也
」、
大
江
匡
房
の
「
参
二
安
楽
寺
一
詩
」（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
一
）
に
「「
淳
化
同
二
姫
旦
一 、
聖
道
亜
二
仲
尼
一
」
が
あ
る
が
、
後
者
は
こ
の
「
記
」
と
同
じ
く
周
公
旦
と
孔
子
と
を
対
語
と
す
る
。
孔
子
を
「
孔
父
」
と
称
す
る
一
例
に
藤
原
友
実
の
「
野
沢
佳
趣
」
対
策
（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
三
）
の
「
孔
父
之
過
二
西
狩
一
也
、
獲
麟
之
筆
遺
レ
文
」
が
あ
る
。
ま
た
、
周
公
旦
と
孔
子
と
を
並
称
し
て
儒
教
の
代
表
と
す
る
例
と
し
て
、「
文
選
序
」
に
「
姫
公
之
籍
、
孔
父
之
書
、
与
二
日
月
一
倶
懸
、
鬼
神
爭
レ
奥
」、
空
海
の
『
三
教
指
帰
』
巻
下
に
「
仮
名
曰
、
…
…
、
其
旨
也
、
則
姫
孔
之
所
レ
未
レ
談
、
老
荘
之
所
レ
未
レ
演
」
が
あ
る
。
○
日
域
之
風
俗 
　
「
日
域
」
は
日
本
を
い
う
。
紀
淑
望
の
「
古
今
集
真
名
序
」
に
「
自
三
大
津
皇
子
之
初
作
二
詩
賦
一 、
詞
人
才
子
、
慕
レ
風
継
レ
塵
、
移
二
彼
漢
家
之
字
一 、
化
二
我
日
域
之
俗
一
」
と
あ
り
、「
日
域
之
風
俗
」
は
こ
の
「
古
今
集
真
名
序
」
に
基
づ
く
語
句
で
あ
る
が
、
和
歌
を
詠
む
こ
と
を
「
風
俗
」
の
語
で
い
う
こ
と
は
和
歌
序
に
多
用
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
紀
長
谷
雄
の
「
太
上
法
皇
賀
二
玄
宗
法
師
八
十
之
齢
一
和
歌
序
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・　
）
の
「
写
二
一
心
之
思
一 、
載
二
八
３４８
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首
之
歌
一 。
仮
レ
物
以
祝
レ
之
、
取
レ
喩
以
賀
レ
之
。
此
間
風
俗
、
勿
二
相
軽
一
矣
」
は
「
古
今
集
真
名
序
」
に
先
立
つ
早
い
例
で
あ
る
。「
此
間
」
は
「
こ
こ
」
で
、
外
国
に
対
し
て
日
本
を
い
う
。
○
艶
流　
や
は
り
「
古
今
集
真
名
序
」
の
語
で
、「
浮
詞
雲
興
、
艶
流
泉
誦
、
其
実
皆
落
、
其
花
独
栄
」
と
あ
る
の
を
用
い
る
。
○
綺
語　
美
し
く
飾
り
立
て
た
言
葉
。
仏
教
の
立
場
か
ら
文
学
を
い
う
。
白
居
易
の
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」（『
白
氏
文
集
』
巻
七
十
一
）
に
「
狂
言
綺
語
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
朝
の
一
例
と
し
て
紀
斉
名
の
「
勧
学
会
聴
レ
講
二
法
華
経
一
同
賦
レ
摂
二
念
山
林
一
」
詩
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・　
）
に
「
先
二
講
経
一
而
後
二
言
詩
一 、
内
二
信
心
一
而
外
二
２７８
綺
語
一
」
と
あ
る
。
○
芳
談　
う
る
わ
し
い
語
ら
い
。
清
原
佐
忠
の
「
暮
春
見
二
藤
亜
相
山
荘
尚
歯
会
一
詩
」（『
粟
田
左
府
尚
歯
会
詩
』）
に
「
芳
談
説
尽
花
前
暮
、
宴
席
開
来
酔
裏
春
」、
ま
た
藤
原
為
時
の
「
覲
謁
之
後
、
以
レ
詩
贈
二
宋
客
羌
世
昌
一
」（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
）
に
「
芳
談
日
暮
多
二
残
緒
一 、
羨
以
二
詩
篇
一
子
細
通
」
と
あ
る
。
○
芝
蘭　
も
と
は
霊
草
と
香
草
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
才
徳
に
秀
れ
た
人
。
菅
原
道
真
の
「
請
レ
罷
二
蔵
人
頭
一
状
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
五
・
　
）
の
「
其
徳
也
、
堪
レ
守
二
芝
蘭
之
種
一 、
其
威
也
、
足
レ
率
二
鸞
鳳
之
１４２群
一
」、
藤
原
有
国
の
「
初
冬
感
二
李
部
橘
侍
郎
見

過
懐
レ
旧
命
レ
飲
」
（『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
）
の
「
偶
遇
二
芝
蘭
芳
契
友
一 、
宣
風
坊
裏
一
傾
レ
盃
」
は
そ
の
例
で
あ
る
が
、
後
者
は
「
契
」
の
語
も
併
せ
て
用
い
て
お
り
、
こ
こ
の
用
法
と
近
い
。
こ
の
詩
の
用
例
の
よ
う
に
、「
芝
蘭
の
契
」
は
男
性
間
の
交
友
に
つ
い
て
い
う
の
が
本
来
で
あ
る
が
（
早
く
『
懐
風
藻
』
の
藤
原
宇
合
の
「
在
二
常
陸
一
贈
二
倭
判
官
留
在

京
」
の
「
琴
瑟
之
交
遠
相
阻
、
芝
蘭
之
契
接
無
レ
由
」
も
そ
の
例
）、
後
文
の
展
開
を
見
る
と
、
こ
こ
で
は
、
前
句
と
同
じ
く
男
女
間
の
契
り
と
し
て
用
い
て
い
る
。
○
昵
愛　
親
し
み
愛
す
る
。『
文
選
』
の
用
語
。
謝
恵
連
「
七
月
七
日
夜
詠
二
七
夕
一
」（
巻
三
十
）
に
「

川
阻
二
昵
愛
一 、
脩
渚
曠
二
清
容
一
」
と
あ
る
。
○
参
商
之
恨　
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
恨
み
。「
参
」
は
オ
リ
オ
ン
座
、
「
商
」
は
サ
ソ
リ
座
で
、
同
時
に
空
に
出
る
こ
と
は
な
い
。
杜
甫
の
「
贈
二
衛
八
処
士
一
」
の
「
人
生
不
二
相
見
一 、
動
如
二
参
与

商
」
は
わ
か
り
易
い
用
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
文
脈
に
よ
り
近
い
の
は
白
居
易
の
新
楽
府
「
太
行
路
」
の
「
与
レ
君
結
髪
未
二
五
載
一 、
忽
従
三
牛
女
為
二
参 
商
一
」
で
あ
る
。
○
飛
―
言
葉　
詩
歌
を
詠
む
。
菅
原
定
義
の
「
夏
日
陪
二
北
野
聖
廟 
聴
二
法
華
経
一
」（
東
大
寺
蔵
『
願
文
集
』
所
収
詩
巻 
（
８
）
）
に
「
去
年
冬
景
飛
二
言
葉
一 、
今
歳
夏
天
聴
二
法
華
一
」
と
あ
る
。
文
道
の
神
、
菅
原
道
真
6
を
祭
る
北
野
神
社
で
詩
宴
が
開
か
れ
た
こ
と
を
い
う
。
ま
た
藤
原
有
業
の
「
秋
催
二
詩
客
興
一
」（『
擲
金
抄
』
巻
中
）
に
「
詞
華
更
発
露
清
色
、
言
葉
初
飛
風
冷
程
」
の
例
が
あ
る
。
○
輪
廻
生
死　
迷
い
の
世
界
で
生
と
死
を
く
り
返
す
こ
と
。
都
良
香
の
、
菅
野
惟
肖
の
「
分
二
別
生
死
一
」
の
題
に
よ
る
対
策
に
対
す
る
評
定
文
（『
都
氏
文
集
』
巻
五
）
に
「
周
礼
之
教
、
唯
発
二
化
者
去
衡
尽
之
談
一 、
不
レ
論
二
死
生
輪
廻
之
理
一
」
の
例
が
あ
る
。
○
思
風　
心
の
中
の
思
い
、
感
情
、
ま
た
思
想
。
陸
機
の
「
文
賦
」
（『
文
選
』
巻
十
七
）
に
「
思
風
発
二
於
胸
臆
一 、
言
泉
流
二
於
脣
思
」
と
あ
る
。
本
朝
で
は
藤
原
有
国
の
「
讃
二
法
華
経
二
十
八
品
一
和
歌
序
」
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
・　
）
の
「
思
風
猶
疎
、
讃
二
二
十
八
品
於
釈
３４９
迦
文
之
教
一
」
は
一
例
。
○
発
露　
つ
つ
み
隠
さ
ず
明
ら
か
に
す
る
。
延
い
て
告
白
、
懺
悔
の
意
と
な
る
。『
往
生
要
集
』
巻
中
、
大
文
第
五
に
「
如
二
宝
積
経
九
十
一
云
一 、
…
…
、
所
行
罪
業
、
慙
愧
発
露
。
若
不
レ
爾
者
、
欺
二
誑
如
来
一
」、
大
江
匡
房
の
「
不
知
願
主
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
五
）
に
「
朝
修
二
法
華
懺
法
一 、
発
二
露
六
根
之
罪
障
一 、
暮
行
二
弥
陀
念
仏
一 、
願
二
求
九
品
之
妙
果
一
」
の
例
が
あ
る
。
○
六
義 
　
「
古
今
集
真
名
序
」
の
「
和
歌
有
二
六
義
一 。
一
曰
風
、
二
曰
賦
、
三
曰
比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
」
に
基
づ
い
て
、
和
歌
を
い
う
。
源
俊
房
の
「
暮
春
侍
二
中
殿
一
詠
二
竹
不

改
レ
色
和
歌
序
」（『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
）
に
「
吾
君
、
…
…
、
詞
兼
二
六
義
一 、
自
叶
二
赤
人
人
丸
之
流
一
」
と
い
う
の
は
、
堀
河
天
皇
が
和
歌
を
詠
む
こ
と
を
い
う
。
こ
の
語
は
和
歌
序
に
多
用
さ
れ
る
が
、
藤
原
有
業
の
「
於
二
雲
居
寺
一
同
詠
二
雨
中
逢

友
和
歌
序
」（『
本
朝
小
序
集
』）
に
「
願
以
二
此
六
義
之
興
一 、
翻
為
二
彼
九
品
之
縁
一
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
記
」
の
後
文
の
記
述
と
発
想
も
類
似
す
る
。
○
比
興　
先
の
「
六
義
」
の
う
ち
の
二
つ
。
本
来
は
『
詩
経
』
の
用
語
で
直
喩
と
隠
喩
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
、「
六
義
」
と
同
じ
く
、
和
歌
を
い
う
。『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
二
年
三
月
二
十
六
日
条
に
「
夫
倭
歌
之
体
、
比
興
為
レ
先
、
感
二
動
人
情
一 、
最
在
レ
茲
矣
」
と
あ
る
。
○
斯
一
言　
前
段
落
の
「
謂
二
其
思
風
一 、
最
足
二
発
露
一
」
を
指
す
。
○
三
業　
 
意 
、
口
、
身
の
働
き
。
意
志
と
言
葉
と
行
動
。『
往
生
要
こ
こ
ろ
集
』
巻
上
、
大
文
第
四
の
「
礼
拝
門
、
是
即
三
業
相
応
之
身
業
也
」
は
、
礼
拝
と
い
う
動
作
は
三
業
の
う
ち
の
身
業
に
当
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
大
江
匡
房
の
「
顕
季
卿
室
家
千
日
講
結
願
供
養
願
文
」（『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
巻
五
）
に
「
五
障
之
雲
雖
レ
重
、
望
二
証
入
於
無
垢
界
之
正
覚
一 、
三
業
之
塵
雖
レ
深
、
期
二
払
拭
於
有
頂
天
之
成
道
一
」
と
あ
る
。
○
麁
言
軟
語
遂
帰
中
道
之
風　
　
「
麁
言
軟
語
」
は
粗
雑
な
言
葉
と
穏
や
か
な
物
言
い
。
こ
れ
で
一
つ
の
成
句
。『
大
般
涅
槃
経
』
巻
二
十
に
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「
諸
仏
常
軟
語
、
為
レ
衆
故
説
レ
麁
。
麁
言
及
軟
語
、
皆
帰
二
第
一
義
一
」、
『
妙
法
蓮
華
経
文
句
』
に
「
麁
言
軟
語
、
皆
帰
二
第
一
義
一
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
第
一
義
」
は
最
高
の
道
理
の
意
。「
内
典
に
聞
く
に
」
と
し
て
い
う
、
こ
の
「
麁
言
軟
語
、
遂
に
中
道
の
風
に
帰
し
」
は
こ
れ
ら
の
文
句
を
踏
ま
え
て
い
る
。「
中
道
」
は
い
ず
れ
に
も
片
寄
る
こ
と
の
な
い
真
実
の
道
理
。「
第
一
義
」
を
こ
の
語
に
置
き
換
え
た
。
藤
原
基
俊
の
「
雲
居
寺
聖
人
懺
二
狂
言
綺
語
一
和
歌
序
」（『
本
朝
小
序
集
』）
に
「
経
二
演
麁
言
及
軽
語
一 、
皆
帰
二
第
一
義
之
文
一 。
誠
哉
此
言
」
と
い
う
の
も
先
の
経
典
の
文
句
に
基
づ
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
軽
語
」
は
字
形
の
近
似
に
よ
る
誤
り
で
あ
る
。
○
妄
想
戯
論
皆
混
実
相
之
月　
　
「
妄
想
戯
論
」
は
迷
い
の
心
と
無
益
な
談
論
。
こ
れ
も
仏
典
に
散
見
す
る
成
語
で
あ
る
が
、
一
例
と
し
て
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
五
十
二
に
「
使
三
其
両
闢
而
撮
二
取
之
一 、
置
二
仏
法
中
一 、
令
レ
断
二
一
切
妄
想
戯
論
一 、
安
二
住
如
来
無
分
別
無
礙
行
一
」
が
あ
る
。「
実
相
」
は
真
実
の
す
が
た
。
具
平
親
王
「
普
賢
菩
薩
讃
序
」
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
・　
）
に
「
誦
二
法
華
一
者
、
住
二
心
於
六
牙
象
一 、
３５７
読
二
華
厳
一
者
、

二
念
於
十
願
王
一 。
或
占
二
閑
林
窮
谷
一 、
観
二
実
相
一 
而
見
二
真
容
一
者
間
聞
」
と
あ
る
。
こ
の
「
妄
想
戯
論
も
皆
実
相
の
月
に
混
ず
」
も
前
句
「
麁
言
軟
語
遂
に
中
道
の
風
に
帰
し
」
と
対
を
な
し
て
、「
側
か
に
内
典
に
聞
く
に
」
か
ら
続
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
類
似
し
た
措
辞
が
仏
典
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
見
い
だ
し
え
な 
い 
（
９
）
。
○

帙　
浅
葱
色
の
布
の
ち
つ
。「
文
選
序
」
に
「
飛
文
染
翰
、
則
巻
二

帙
一
」
と
あ
る
。
○
讃
嘆
仏
乗　
　
「
仏
乗
」
は
す
べ
て
の
人
を
悟
り
に
導
く
教
え
。
そ
れ
を
ほ
め
讃
え
る
。
次
項
に
引
く
白
居
易
の
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
に
い
う
「
讃
仏
乗
」
で
あ
る
。
○
願
以
―
―
―
、
翻
為
―
―
―
。　
こ
の
構
文
は
白
居
易
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
の
「
願
以
二
今
生
世
俗
文
字
之
業
・
狂
言
綺
語
之
過
一 、
転
為
二
将
来
世
世
讃
仏
乗
之
因
・
転
法
輪
之
縁
一
」
に
拠
る
。
こ
の
聯
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
仏
事
に
入
る
が
（　
）、
そ
こ
で
は
後
句
の
５８８
「
転
為
」
を
「
翻
為
」
に
作
り
、
こ
の
「
記
」
と
一
致
す
る
。
○
風
雲
草
木
之
興　
自
然
の
風
物
を
詠
ん
だ
歌
を
い
う
。「
文
選
序
」
に
「
若
其
紀
二
一
事
一
詠
二
一
物
一 、
風
雲
草
木
之
興
、
魚
虫
禽
獣
之
流
、
推
而
広
レ
之
、
不
レ
可
二
勝
載
一
矣
」
と
あ
る
措
辞
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
。
用
例
と
し
て
、
こ
の
「
記
」
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
花
園
赤
恒
（
戯
名
）
の
「
詳
二
和
歌
一
」
対
策
（『
本
朝
小
序
集
』）
に
「
風
雲
草
木
之
非
レ
一
、
課
二
六
義
一
而
編
次
、
哀
楽
怨
別
之
区
分
、
労
二
寸
心
一
而
栽
成
」
が
あ
る
。
○
恋
慕
怨
曠
之
詞　
恋
の
歌
で
あ
る
。「
怨
曠
」
は
男
女
間
で
相
手
を
8
得
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は
相
手
を
失
っ
て
悲
し
み
怨
む
こ
と
。
菅
原
文
時
「
釈

毛
詩
講
後
、
賦
二
詩
者
志
之
所

之
」
詩
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・　
）
に
「
王
沢
之
及
二
四
海
一
也
、
性
水
澄
兮
幽
咽
絶
、
徳
輝
之
２６７
滞
二
一
隅
一
也
、
情
竇
暗
兮
怨
曠
生
」
と
あ
る
。
○
七
菩
提
、
八
正
道　
　
「
七
菩
提
」
は
悟
り
に
到
る
た
め
の
七
種
の
修
行
法
、「
八
正
道
」
は
修
行
の
基
本
と
な
る
八
種
の
実
践
法
。
対
語
と
し
て
仏
典
に
用
い
ら
れ
、『
大
方
等
大
集
経
』
巻
四
の
偈
に
「
七
菩
提
分
名
為
レ
根
、
八
正
道
分
名
為
レ
業
」、
ま
た
『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』
巻
中
に
「
経
云
、
其
音
演
二
暢
五
根
五
力
七
菩
提
八
聖
道
分
一
」
の
例
が
あ
る
。
な
お
、
仮
名
文
で
あ
る
が
、『
栄
花
物
語
』「
玉
の
台
」
に
「
池
の
浪
も
、
五
根
、
五
力
、
七
菩
提
分
、
八
正
道
を
述
べ
説
く
と
聞
こ
ゆ
。
山
彦
も
同
じ
声
に
答
ふ
れ
ば
、
草
木
す
ら
み
な
法
を
説
く
と
聞
こ
ゆ
」
と
あ
る
。「
五
根
」
以
下
は
『
阿
弥
陀
経
通
賛
疏
』
の
表
現
を
承
け
る
。
○
宿
住
通　
前
世
の
こ
と
を
知
る
知
恵
。
仏
典
に
多
用
の
語
。
本
朝
の
例
に
慶
滋
保
胤
「
勧
学
会
、
於
二
禅
林
寺
一
聴
レ
講
二
法
華
経
一
同
賦
三
聚
レ
沙
為
二
仏
塔
一
」
詩
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・　
）
の
「
我
等
、
或
齢
２７７
過
二
壮
年
一 、
其
誠
且
多
レ
日
。
何
疑
丁
来
世
開
二
宿
住
通
一
覚
二
今
日
事
一 、 
如
丙
智
者
大
師
記
乙
霊
山
会
甲
」
が
あ
る
。
○
串
習
力　
　
「
串
」
は
な
ら
う
、
な
れ
る
意
。「
串
習
力
」
も
仏
典
に
常
用
の
語
で
、
一
例
に
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
巻
十
一
の
「
彼
二
人
、
由
二
串
習
力
一
得
二
如
レ
是
同
分

智
」
が
あ
る
。
○
七
宝
荘
厳
之
行
樹 
　
「
行
樹
」
は
立
ち
並
ん
だ
木
々
。『
法
華
経
』
「
比
喩
品
」
に
「
国
名
二
離
垢
一 。
…
…
、
瑠
璃
為
レ
地
、
有
二
八
交
道
一 。
黄
金
為
レ
縄
、
以
界
二
其
傍
一 。
其
傍
各
有
二
七
宝
行
樹
一
」、『
経
律
異
相
』
巻
二
十
四
、
無
諍
念
金
輪
王
請
仏
僧
八
に
「
其
楼
四
門
、
七
宝
所
レ
成
。
七
宝
行
樹
、
其
樹
皆
懸
二
宝
衣
瓔
珞
一
」
と
あ
る
。
○
秋
月　
仏
の
円
満
の
姿
は
秋
月
に
た
と
え
ら
れ
る
。『
往
生
要
集
』
巻
上
、
大
文
第
二
に
「
座
上
有
レ
仏
、
相
好
無
辺
。
烏
瑟
高
顕
、
晴
天
翠
濃
、
白
毫
右
旋
、
秋
月
光
満
」
と
あ
る
。
菅
原
輔
正
の
「
円
融
院
四
十
九
日
御
願
文
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
四
・　
）
に
「
八
万
四
千
之
相
、
４１５
秋
月
満
而
高
懸
」
と
い
う
の
も
同
じ
で
あ
る
。
○
四
智
円
明　
　
「
四
智
」
は
悟
り
を
得
た
時
に
備
わ
る
四
種
の
智
恵
。
「
四
智
円
明
」
は
完
全
な
悟
り
に
達
し
た
状
態
。『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
三
の
偈
に
「
自
受
用
身
諸
相
好
、
一
一
遍
満
十
方
刹
、
四
智
円
明
受
二
法
楽
一 、
前
仏
後
仏
体
皆
用
」
の
例
が
あ
る
。
　
口
語
訳
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
和
歌
は
仏
教
の
経
典
に
関
わ
り
は
な
く
、
儒
教
の
典
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
ま
っ
た
く
日
本
の
風
俗
で
あ
り
、
空
し
く
美
し
い
調
べ
の
飾
ら
れ
た
言
葉
を
つ
む
ぎ
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
男
女
の
楽
し
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い
語
ら
い
の
時
、
ま
た
才
徳
に
す
ぐ
れ
た
人
が
契
り
を
結
ぶ
場
で
、
初
め
は
夫
婦
に
な
ろ
う
と
い
う
思
い
を
遂
げ
よ
う
と
、
し
ば
し
ば
思
慕
の
情
を
述
べ
る
も
の
の
、
後
に
は
親
密
な
交
わ
り
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
は
会
え
な
い
恨
み
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
た
ず
ら
に
飾
り
立
て
た
偽
り
の
言
葉
を
交
わ
し
て
、
お
互
い
に
生
死
の
世
界
を 
経 
廻 
る
罪
の
原
因
を
作
る
こ
と
に
な
る
。（
和
歌
を
詠
む
人
の
）
へ 
め
ぐ
感
情
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
最
も
懺
悔
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
壮
年
の
昔
、
朝
廷
で
の
務
め
の
合
い
間
に
、
諸
家
の
歌
を
多
く
読
ん
で
、
自
ず
か
ら
歌
心
を
動
か
さ
れ
た
も
の
だ
。『
万
葉
集
』
か
ら
『
拾
遺
抄
』
ま
で
、
そ
の
歌
人
を
見
、
そ
の
歌
の
趣
き
を
知
っ
た
。
百
年
を
隔
て
た
古
の
賢
人
、
亡
く
な
っ
た
先
人
と
い
え
ど
も
、
先
の
一
言
（「
最
も
懺
悔
に
値
す
る
」）
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、（
人
の
為
す
）
心
・
口
・
体
の
働
き
を
恥
じ
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
他
へ
の
慮
り
を
断
ち
、
仏
典
に
尋
ね
て
み
る
と
、
粗
雑
な
言
葉
も
穏
や
か
な
物
言
い
も
結
局
は
真
理
に
帰
一
し
、
偽
り
の
想
念
、
戯
れ
の
談
論
も
す
べ
て
真
実
の
す
が
た
に
関
わ
る
と
い
う
。
　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
和
歌
集
を
平
等
院
の
経
蔵
に
納
め
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
け
っ
し
て
顕
密
の
経
典
に
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
人
々
を
悟
り
に
導
く
仏
の
教
え
を
讃
え
る
詩
句
の
ご
と
き
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
ど
う
か
諸
歌
の
自
然
風
物
の
興
趣
、
恋
や
恨
み
の
言
葉
を
、
転
じ
て
極
楽
世
界
の
悟
り
に
到
る
た
め
の
七
つ
の
修
行
法
を
述
べ
た
文
、
八
つ
の
修
行
実
践
法
の
詠
歌
と
し
た
い
と
思
う
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
歌
集
所
載
の
貴
賤
僧
俗
の
人
々
が
、
私
の
願
い
に
引
か
れ
て
、
す
べ
て
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
よ
う
に
。（
そ
こ
で
は
）
前
世
の
こ
と
を
知
る
知
恵
、
ま
た
慣
れ
身
に
付
け
た
力
に
よ
っ
て
、（
歌
に
詠
ん
だ
）
春
の
花
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
七
宝
で
飾
ら
れ
た
木
々
を
賞
で
楽
し
み
、
同
じ
よ
う
に
秋
の
月
を
思
っ
て
、
完
全
な
悟
り
に
達
し
た
仏
の
お
姿
を
讃
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
私
は
今
老
い
に
さ
し
か
か
っ
て
、
こ
の
清
浄
心
を
起
こ
し
た
。
も
し
た
ま
た
ま
私
の
思
い
を
知
る
人
が
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
人
す
べ
て
と
成
仏
の
縁
を
結
び
た
い
と
思
う
。
二
　
こ
の
「
記
」
が
深
い
関
わ
り
を
持
つ
の
は
、
語
釈
で
も
断
片
的
に
触
れ
て
き
た
白
居
易
の
「
香
山
寺
白
氏
洛
中
集
記
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
上
野
論
文
に
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
平
等
院
に
歌
集
を
奉
納
す
る
と
い
う
行
為
自
体
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
「
記
」
に
記
述
す
る
と
い
10
う
こ
と
が
す
で
に
白
居
易
が
自
ら
の
詩
集
を
香
山
寺
に
収
め
、「
記
」
を
書
い
た
こ
と
に
倣
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
表
現
の
う
え
で
の
借
用
に
つ
い
て
も
、
前
記
以
外
の
例
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
あ
る
。
そ
れ
も
含
め
て
、
影
響
の
深
切
な
こ
と
を
見
る
た
め
に
「
白
氏
洛
中
集
記
」
の
全
部
を
引
い
て
み
よ
う
。
白
氏
洛
中
集
者
、
楽
天
在
レ
洛
所
レ
著
書
也
。
大
和
三
年
春
、
楽
天
始
以
二
太
子
賓
客
一
分
二
司
東
都
一 、
及
レ
茲
十
有
二
年
矣
。
其
間
賦
格
律
詩
凡
八
百
首
、
合
為
二
十
巻
一 。
今
納
二
于
龍
門
香
山
寺
経
蔵
堂
一 。
夫
以
二
狂
簡
斐
然
之
文
一 、
而
帰
二
依
支
提
法
宝
蔵
一
者
、 
於
レ
意
云
何
。
我
有
二
本
願
一 、
願
以
二
今
生
世
俗
文
字
之
業
、
狂
言
綺
語
之
過
一 、
転
為
二
将
来
世
世
讃
仏
乗
之
因
、
転
法
輪
之
縁
一
也
。
十
方
三
世
諸
仏
応
レ
知
。
噫
、
経
堂
未
レ
滅
、
記
石
未
レ
泯
之
間
、
乗
二
此
願
力
一 、
安
知
丁
我
他
生
不
丙
復
游
二
是
寺
一 、
復
覩
乙
斯 
文
甲 、
得
二
宿
命
通
一 、
省
二
今
日
事
一 、
如
下
智
大
師
記
二
霊
山
於
前
会
一 、
羊
叔
子
識
中
金
鐶
於
後
身
上
者
歟
。
於
戯
、
垂
老
之
年
、
絶
二
筆
於
此
一 、
有
二
知
レ
我
者
一 、
亦
無
レ
隠
焉
。
大
唐
開
成
五
年
十
一
月
二
日
、
中
大
夫
守
太
子
少
傅
馮
翊
県
開
国
侯
上
柱
国
賜
紫
金
魚
袋
白
居
易
楽
天
記
。
　
傍
線
を
付
し
た
部
分
が
「
納
和
歌
集
記
」
に
摂
取
さ
れ
て
い
る
措
辞
で
あ
る
。
前
節
の
語
釈
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、「
垂
老
」「
我
を
知
る
者
有
ら
ば
」
も
そ
う
で
あ
る 
（
１ ０
）
。
さ
ら
に
「
宿
命
通
」
も
そ
う
で
あ
る
。
「
納
和
歌
集
記
」
の
「
宿
住
通
」
と
同
義
で
、
孝
言
は
こ
れ
を
一
字
を
換
え
て
用
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
「
白
氏
洛
中
集
記
」
の
受
容
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
関
わ
る
が
、
「
納
和
歌
集
記
」
の
文
学
史
に
お
け
る
意
義
の
一
つ
は
、
上
野
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
和
歌
を
明
確
に
狂
言
綺
語
と
捉
え
て
記
述
し
た
最
も
早
い
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
語
釈
で
触
れ
た
藤
原
基
俊
の
「
雲
居
寺
聖
人
の
狂
言
綺
語
を
懺
す
る
和
歌
序
」（『
本
朝
小
序
集
』）
は
表
題
の
と
お
り
、
よ
り
端
的
に
詠
歌
を
狂
言
綺
語
と
み
な
し
て
、
そ
の
滅
罪
を
行
う
こ
と
を
述
べ
た
作
品
で
あ
る
。和
歌
之
興
、
其
風
遠
哉
。
陰
陽
定
レ
義
、
山
川
分
レ
形
以
降
、
神
明
所
レ
感
、
歌
詠
有
レ
由
。
所
以
、
住
吉
明
神
、
為
二
諷
喩
一
垂
レ
跡
、
後
代
詞
人
、
慣
二
微
言
一
継
レ
塵
。
倩
尋
二
此
明
神
之
本
地
一 、
寧
非
二
高
貴
徳
王
菩
薩
一
哉
、
追
訪
二
此
菩
薩
之
対
揚
一 、
則
是
双
林

拾
之
説
教
也
。
経
二
演
麁
言
及
軽
語
一 、
皆
帰
二
第
一
義
之
文
一 。
誠
哉
此
言
。
予
、
止
観
之
餘
、
坐
禅
之
隙
、
時
々
有
二
和
歌
之
口
号
一 。
春
朝
戯
指
レ
花
称
レ
雲
、
秋
夕
哢
仮
レ
月
云
レ
雪
。
妄
言
之
咎
難
レ
避
、
綺
語
之
過
何
為
。
仍
図
二
彼
菩
薩
之
像
一 、
写
二
此
経
典
之
文
一 。
向
レ
像
講
レ
経
、
礼
レ
経
謝
レ
罪
。
請
以
二
一
生
中
之
狂
言
一 、
翻
為
二
三
菩
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提
之
因
縁
一
而
已
。
　
た
め
に
傍
線
部
の
よ
う
な
、「
納
和
歌
集
記
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
表
現
も
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
和
歌
序
も
ま
た
狂
言
綺
語
観
の
展
開
を
見
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る 
（
１ １
）
が
、
こ
れ
は
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）
九
月
十
三
日
の
作 
（
１ ２
）
で
、「
納
和
歌
集
記
」
に
三
十
年
ほ
ど
遅
れ
る
。
 　
『
本
朝
小
序
集
』
に
も
う
一
例
あ
る
。
こ
れ
も
た
ま
た
ま
か
雲
居
寺
に
関
わ
る
が
、
藤
原
有
業
の
「
夏
日
雲
居
寺
に
於
い
て
同
に
「
雨
中
友
に
逢
ふ
」
を
詠
ず
る
和
歌
序
」
で
あ
る
。
交
芳
二
於
蘭
一 、
契
堅
二
於
石
一
之
者
、
七
八
許
輩
。
凌
二
雨
脚
之
滂
流
一 、
尋
二
雲
居
之
幽
寺
一 。
蓋
訪
二
上
人
寂
寞
一
也
。
所
レ
談
者
空
仮
中
之
妙
理
矣
、
□
□
自
消
、
所
レ
礼
者
安
養
界
之
厳
飾
焉
、
眼
塵
忽
洗
。
凡
視
聴
之
所
レ
触
、
莫
レ
不
レ
滅
二
罪
霜
一
矣
。
随
喜
之
餘
、
聊
入
二
風
情
一 。
題
目
 々
（
曰
） 、
雨
中
逢
レ
友
、
即
是
斯
時
也
。
願
以
二
此
六
義
之
興
一 、
翻
為
二
彼
九
品
之
縁
一 。
其
詞
曰
。
　
末
尾
の
一
文
で
あ
る
。「
六
義
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
納
和
歌
集
記
」
と
同
じ
く
和
歌
の
代
名
詞
で
あ
る
。
こ
の
序
で
は
、
こ
の
一
文
は
す
で
に
和
歌
を
詠
む
こ
と
の
免
罪
符
と
し
て
末
尾
に
添
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
狂
言
綺
語
観
の
い
っ
そ
う
の
浸
透
を
も
の
語
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
序
は
制
作
年
時
が
明
確
で
な
く
、
文
中
の
「
上
人
」
が
瞻
西
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
没
年
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
以
前
の 
作 
（
１ ３
） と
し
か
分
か
ら
な
い
。
 　
「
納
和
歌
集
記
」
は
こ
れ
ら
和
歌
序
に
述
べ
ら
れ
る
思
考
、
叙
述
を
導
く
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
「
記
」
に
は
狂
言
綺
語
観
の
展
開
を
見
て
い
く
う
え
で
注
目
す
べ
き
も
の
が
さ
ら
に
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
。
 　
「
狂
言
綺
語
」
と
並
ん
で
狂
言
綺
語
観
を
示
す
成
句
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
も
の
に
「
麁
言
軟
語
帰
二
第
一
義
一
」
が
あ
る
。
狂
言
綺
語
を
論
じ
る
に
際
し
て
は
常
に
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
今
は
そ
れ
ら
の
論
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
作
品
名
を
列
挙
す
る
に
止
め
る
が
、「
和
歌
政
所
一
品
経
供
養
表
白
」、『
梁
塵
秘
抄
』（
二
二
二
）、『
今
鏡
』「
打
聞
」
作
り
物
語
の
行
方
、
さ
ら
に
中
世
の
説
話
集
に
顕
著
で
、『
十
訓
集
』
序
、『
古
今
著
聞
集
』
跋
、『
沙
石
集
』
序
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る 
（
１ ４
）
が
、
こ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、
こ
の
「
記
」
の
「
麁
言
軟
語
遂
帰
二
中
道
之
風
一
」
が
あ
る
。
　
上
記
の
諸
作
の
な
か
で
も
「
和
歌
政
所
一
品
経
供
養
表
白
」
は
こ
れ
ま
で
の
狂
言
綺
語
論
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
た 
（
１ ５
）
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
「
表
白
」
は
「
納
和
歌
集
記
」
の
影
響
下
に
あ
る
。
　
ま
ず
は
見
易
い
表
現
上
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
表
白
」
の
願
風
雲
草
樹
之
興
、
更
帰
二
三
草
二
木
之
泥
一 、
12
　恋
慕
怨
別
之
詞
、
悉
混
二
開
示
悟
入
之
理
一 。
と
い
う
対
句
の
傍
線
部
は
、「
記
」
の
願
以
二
数
篇
風
雲
草
木
之
興
、
恋
慕
怨
曠
之
詞
一 、
翻
為
二
安
養
世
界
七
菩
提
之
文
、
八
正
道
之
詠
一
の
傍
線
部
に
基
づ
く
。
　
ま
た
、「
表
白
」
の
何
況
、
婦
人
佳
美
之
詠
、
驚
二
識
恨
於
秋
思
一 、
男
女
恋
慕
之
詞
、
動
二
情
塵
於
春
夢
一 。
互
萌
二
輪
廻
之
罪
根
一 、
各
結
二
流
転
之
業
因
一 。
の
個
所
は
、
和
歌
の
な
か
で
も
と
り
分
け
て
恋
の
歌
は
罪
深
い
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
記
」
の
初
段
落
が
専
ら
恋
の
歌
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
そ
の
罪
因
た
る
こ
と
を
い
う
の
を
約
め
た
も
の
で
あ
る
。
措
辞
の
う
え
で
も
、「
互
萌
二
輪
廻
之
罪
根
一
」
は
「
記
」
の
「
互
栽
二
輪
廻
生
死
之
罪
根
一
」
に
拠
る
。
　
も
う
一
つ
の
両
者
の
相
似
は
単
な
る
表
現
上
の
こ
と
に
止
ま
ら
な
い
。
「
表
白
」
の
終
わ
り
に
近
く
和
歌
史
に
名
を
連
ね
る
歌
人
た
ち
の
救
済
を
願
う
記
述
が
あ
る
。
人
麻
呂
か
ら
喜
撰
ま
で
の
六
人
の
名
を
列
挙
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
こ
と
を
希
求
し
た
後
、
さ
ら
に
一
般
化
し
て
次
の
よ
う
に
く
り
返
さ
れ
る
。
凡
列
二
名
於
五
代
撰
集
一
之
輩
、
付
二
思
於
六
義
之
風
情
一
之
倫
、
併
出
二
三
有
之
樊
籠
一 、
皆
生
二
一
仏
之
浄
土
一 。
　
こ
の
よ
う
に
、
先
人
の
救
済
を
願
う
こ
と
が
こ
の
「
表
白
」
の
主
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
強
調
す
る
点
に
こ
の
作
品
の
特
色
が
見
ら
れ
る
と
評
さ
れ
て
い
る 
（
１ ６
）
が
、
同
様
の
叙
述
は
「
納
和
歌
集
記
」
に
も
す
で
に
あ
る
。
「
集
中
所
載
貴
踐
道
俗
、
被
レ
牽
二
吾
願
念
一 、
併
生
二
一
仏
土
一
」
が
そ
う
で
あ
る
。「
皆
生
二
一
仏
之
浄
土
一
」
と
「
併
生
二
一
仏
土
一
」
と
は
措
辞
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
　
表
白
は
仏
教
漢
文
の
一
種
と
し
て
、
対
象
の
追
善
、
救
済
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
る
文
章
で
あ
る
が
、
記
は
そ
れ
を
目
的
と
す
る
文
章
で
は
そ
も
そ
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
表
白
」
に
比
べ
れ
ば
簡
略
な
叙
述
で
あ
る
。
簡
略
で
は
あ
る
も
の
の
、「
納
和
歌
集
記
」
に
こ
の
叙
述
が
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、「
記
」
は
「
表
白
」
の
先
蹤
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
の
「
納
和
歌
集
等
於
平
等
院
経
蔵
記
」
は
、
平
安
後
期
か
ら
中
世
に
及
ぶ
狂
言
綺
語
観
の
展
開
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
い
い
作
品
で
あ
る
と
思
う
。
注（１
）　
建
築
史
学
か
ら
の
論
と
し
て
福
山
敏
男
「
平
等
院
の
経
蔵
と
納
和
歌
集
記
」（『
日
本
建
築
史
研
究
続
編
』
墨
水
書
房
、
一
九
六
八
年
）
が
あ
る
。
（
２
）　
上
野
理
「
納
和
歌
集
等
於
平
等
院
経
蔵
記
」（『
後
拾
遺
集
前
後
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
六
年
）
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（
３
）　
荒
木
浩
「
源
隆
国
に
お
け
る
安
養
集
と
宇
治
大
納
言
物
語
の
位
相
―
南
泉
房
と
延
久
三
年
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
説
話
集
の
構
想
と
意
匠
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
（
４
）　
注
３
に
同
じ
。
な
お
、
従
来
の
諸
家
の
説
と
は
全
く
異
な
る
視
点
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
記
載
の
様
態
も
論
拠
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
本
朝
続
文
粋
』
は
本
文
の
後
に
改
行
し
て
「
作
者
大
学
頭
孝
言
」、『
平
等
院
御
経
蔵
目
録
』
は
同
じ
く
「
作
者
大
学
頭
惟
宗
孝
言
」、『
朝
野
群
載
』
は
表
題
の
下
に
「
作
者
宗
孝
言
」
と
書
く
。
こ
れ
ら
は
、
文
字
ど
お
り
孝
言
は
記
の
作
者
で
あ
る
、
そ
れ
以
上
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
５
）　「
阪
本
龍
門
文
庫
覆
製
叢
刊
」（
一
九
五
九
年
）
に
よ
る
。「
解
説
」
（
川
瀬
一
馬
）
に
よ
れ
ば
、
平
安
末
期
の
書
写
。
（
６
）　
こ
れ
以
外
に
異
同
は
少
な
く
な
い
が
、
繁
雑
を
厭
っ
て
省
略
す
る
。
（
７
）　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
作
品
番
号
。
（
８
）　
拙
稿
「
永
承
五
年
北
野
聖
廟
法
華
講
詩
」（『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。
（
９
）　
唐
の
一
行
の
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
九
巻
所
収
）
に
「
爾
時
、
一
切
心
意
識
妄
想
戯
論
、
皆
悉
清
浄
、
法
界
円
照
如
二
秋
月
在
空
」
と
あ
る
の
は
近
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、「
経
」
で
は
な
く
「
疏
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
注
記
に
止
め
て
お
く
。
（　
）　
上
野
論
文
に
指
摘
す
る
。
１０
（　
）　
こ
の
和
歌
序
で
は
詠
歌
に
お
け
る
比
喩
を
「
妄
言
の
咎
」、「
綺
語
の
１１過
」
と
捉
え
て
い
る
。
（　
）　
本
文
の
後
に
注
記
が
あ
る
。
１２
（　
）　
本
間
洋
一
「『
本
朝
小
序
集
』
研
究
覚
書
」（『
同
志
社
女
子
大
学
日
１３本
語
日
本
文
学
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
八
年
）。
（　
）　
こ
れ
以
降
の
例
は
荒
木
浩
「『
沙
石
集
』
と
〈
和
歌
陀
羅
尼
〉
説
に
１４つ
い
て
」（
同
編
、
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、『
仏
教
修
法
と
文
学
的
表
現
に
関
す
る
文
献
学
的
考
察
―
夢
記
・
伝
承
・
文
学
の
発
生
―
』、
二
〇
〇
五
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。
（　
）　
渡
部
泰
明
「『
古
来
風
躰
抄
』
と
狂
言
綺
語
観
」（『
中
世
和
歌
の
生
１５成
』
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
九
〇
年
）、
三
角
洋
一
「
い
わ
ゆ
る
狂
言
綺
語
観
に
つ
い
て
」（『
源
氏
物
語
と
天
台
浄
土
教
』
若
草
書
房
、
一
九
九
六
年
。
初
出
一
九
九
二
年
）
（　
）　
注　
の
渡
部
論
文
。
１６
１５
 
（
ご
と
う
・
あ
き
お　
成
城
大
学
教
授
）
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